
「知」の集積による産学連携推進事業のうち研究開発プラットフォーム

運営等委託事業の企画審査について（追加公募） 
 

１ 審査の方法 
審査は、４の審査基準に基づき、外部有識者による審査委員会での１次（書

面）審査及び２次（ヒアリング）審査を通して行うものとします。 
審査委員の所属及び氏名等は、公表します。ただし、審査は、非公開とし、

企画書に記載された個人情報等を保護する観点から、審査内容は公表しません。 
 
２ 契約候補者の選定方法 
（１）書面審査にあたっては、４の（１）の審査基準に基づき審査を行い、審査

の結果、得点の合計を平均した点（以下「平均点」という。）が高い企画書

の提案者から順に１２者（採択予定数の 1.5 倍）程度までをヒアリング審査

の対象者とします。 
なお、応募者数が２次（ヒアリング）審査の対象者数に達しない場合は、 

１次（書面）審査を実施しない場合があります。 
（２）ヒアリング審査にあたっては、４の（１）の審査基準に基づき審査を行い、

審査の結果、平均点が高い企画書の提案者から順に、予算の範囲内で契約候

補者を選定します。ただし、当該企画書について審査項目の１つ以上におい

て「Ｅ」の評価があった場合、又は平均点が満点の６０％を超えない場合は、

審査委員会で審議の上、当該企画書の提案者を契約候補者としないことがで

きるものとします。企画書が一つしかない場合も同様とします。 
 
なお、同じ平均点を得た企画書が複数ある場合の判断基準は、次のとおりと

します。 
①「Ａ」の獲得数を審査に参加した委員数で割った数（以下「平均数」とい

う。）がより多い提案書の提案者を上位とする。 
②「Ａ」の平均数が同数の場合は、「Ｂ」の平均数がより多い企画書の提案

者を上位とする。 
③「Ｂ」の平均数も同数の場合は、「Ｃ」の平均数がより多い企画書の提案

者を上位とする。 
④「Ｃ」の平均数も同数の場合は、審査委員長が上位の提案者を選定する。 
 
また、契約候補者に対し、必要に応じて、事業実施に当たっての留意事項を

付す場合があります。留意事項の全部又は一部が実行できないと農林水産省が

判断したときは、契約候補者としないことがあります。 
 

３ 次世代プロデューサー人材の育成について 
  当事業を受託している者が、次世代プロデューサー人材の育成の実施を追加

提案する場合、又は２で契約候補者に選定された提案者の企画書において、次

世代プロデューサー人材の育成についての提案が含まれる場合には、４（２）

の次世代プロデューサー人材の育成についての審査基準に基づき外部有識者

による審査委員会による審査を行います。 
審査の結果、平均点が満点の７０％以上の場合は、次世代プロデューサー人

材の育成に係る提案も委託事業の対象経費に含めることとした上で、予算の範

囲内で契約候補者とします。 
 



 
４ 審査基準 
（１）研究開発プラットフォーム審査基準 

審査の 
観点 

 
 
 
審査項目 

審査基準 
各審査項目について、次の５段階で審査を行う。 
Ａ（１０点）、Ｂ（７点）、Ｃ（５点）Ｄ（３点）及び 
Ｅ（０点） 

  
ワーク・ライフ・バランス等の推進についての取組状況に

ついては、Ａ（５点）、Ｂ（３点）、Ｃ（１点）及び －（加点

なし）とする。 
整合性 研究開発

プラット

フォーム

の目的と

内容 

研究開発プラット

フォームの目的が

「知」の集積と活用の

場の趣旨に合致した

ものとなっているか。 

Ａ 十分合致している。 

Ｂ 概ね合致している。 

Ｃ 合致していると言い難い面もあ

るが、不十分とは認められない。 

Ｄ やや不十分なものとなっている。 

Ｅ 不十分なものとなっている。 

必要性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究開発

プラット

フォーム

の目的と

内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究開発プラット

フォームの目的は明

確であり、スピード感

をもって実施できる

ものとなっているか。 

Ａ 非常に十分なものとなっている。 

Ｂ 十分なものとなっている。 

Ｃ 十分なものとはなっていないが、

不十分とは認められない。 

Ｄ やや不十分なものとなっている。 

Ｅ 不十分なものとなっている。 

研究開発プラット

フォームの目的や取

組は、新規性や革新性

のある研究開発が期

待できるものとなっ

ているか。 

Ａ 非常に十分なものとなっている。 

Ｂ 十分なものとなっている。 

Ｃ 十分なものとはなっていないが、

不十分とは認められない。 

Ｄ やや不十分なものとなっている。 

Ｅ 不十分なものとなっている。 

研究開発プラット

フォームの目的や取

組により、我が国農林

水産・食品産業の成長

産業化への裨益が期

待できるか。 

Ａ 非常に十分なものとなっている。 

Ｂ 十分なものとなっている。 

Ｃ 十分なものとはなっていないが、

不十分とは認められない。 

Ｄ やや不十分なものとなっている。 

Ｅ 不十分なものとなっている。 

研究開発プラット

フォームの構成が、多

様な者が参画し、目的

達成に向けて十分な

ものとなっているか。

（または今後多様な

者の参画を図るもの

となっているか） 

Ａ 非常に十分なものとなっている。 

Ｂ 十分なものとなっている。 

Ｃ 十分なものとはなっていないが、

不十分とは認められない。 

Ｄ やや不十分なものとなっている。 

Ｅ 不十分なものとなっている。 



プロデューサー人

材（又はチーム）の実

績・能力が、研究開発

プラットフォームの

目的達成に向けて、十

分なものとなってい

るか。 

Ａ 非常に十分なものとなっている。 

Ｂ 十分なものとなっている。 

Ｃ 十分なものとはなっていないが、

不十分とは認められない。 

Ｄ やや不十分なものとなっている。 

Ｅ 不十分なものとなっている。 

 

経費の見

積 
経費の見積は妥当

なものとなっている

か。 

Ａ 非常に十分なものとなっている。 

Ｂ 十分なものとなっている。 

Ｃ 十分なものとはなっていないが、

不十分とは認められない。 

Ｄ やや不十分なものとなっている。 

Ｅ 不十分なものとなっている。 

有効性 事業の内

容 
研究開発プラット

フォームの推進体制

（知財戦略を策定す

る体制を含む）は、目

的達成に向けて十分

なものとなっている

か。 

Ａ 非常に十分なものとなっている。 

Ｂ 十分なものとなっている。 

Ｃ 十分なものとはなっていないが、

不十分とは認められない。 

Ｄ やや不十分なものとなっている。 

Ｅ 不十分なものとなっている。 

活動計画の作成及

び実施についての内

容は、目的達成に向け

て十分なものとなっ

ているか。 
 

Ａ 非常に十分なものとなっている。 

Ｂ 十分なものとなっている。 

Ｃ 十分なものとはなっていないが、

不十分とは認められない。 

Ｄ やや不十分なものとなっている。 

Ｅ 不十分なものとなっている。 

効率性 事業の実

施体制 
実施体制が、事業実

施者を中心に効果

的・効率的な活動を行

うのに十分なものと

なっているか。 

Ａ 非常に十分なものとなっている。 

Ｂ 十分なものとなっている。 

Ｃ 十分なものとはなっていないが、

不十分とは認められない。 

Ｄ やや不十分なものとなっている。 

Ｅ 不十分なものとなっている。 

ワーク・ライフ・バ

ランス等の推進につ

いての取組状況 
※ 

男女共同参画等へ

の取組は十分なもの

となっているか。 

Ａ 十分なものとなっている。 

Ｂ 特に十分なものとなっていない

が、不十分とは認められない。 

Ｃ やや不十分なものとなっている。 

－ 加点なし。 

 
 
 
 
 
 



 
（参考） 
※ ワーク・ライフ・バランス等の推進についての取組状況については、ワーク・ラ

イフ・バランスを推進する企業として、以下（①～③）の法令に基づく認定を受け

ているかで判断し、①～③のうち複数の認定等に該当する場合は、最も高い点数に

より加点を行う。 
また、共同事業体で応募した場合は、代表者及びその構成員の中で複数の認定等

に該当する場合は、最も高い点数により加点を行う。 
 

①  女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（以下「女性活躍推進法」

という。）に基づく認定（えるぼし認定企業） 
・３段階目       A（５点）  
・２段階目       B（３点） ※１ 
・１段階目又は行動計画 C（１点） ※１、※２ 

※１労働時間等の働き方に係る基準は満たすこと。 
※２女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画の策定義務がない事業主

（常時雇用する労働者の数が 300 人以下のもの）に限る（計画期間 が
満了していない行動計画を策定している場合のみ）。 

 
②  次世代育成支援対策推進法に基づく認定 
・プラチナくるみん認定企業 B（３点） 
・くるみん認定企業     C（１点） 

 
③  青少年の雇用の促進等に関する法律に基づく認定 
・ユースエール認定  B（３点） 

 
 
 
（２）次世代のプロデューサー人材の育成についての審査基準 

 
 
審査項目 

審査基準 
各審査項目について、次の４段階で審査を行う。 

Ａ（１０点）、Ｂ（７点）、Ｃ（３点）及びＤ（０点） 
次 世 代 の

プ ロ デ ュ

ー サ ー 人

材の育成 

次世代のプロデューサー人材候

補者の育成方針・計画は十分な

ものとなっているか。 

Ａ 十分なものとなっている。 

Ｂ 十分なものとはなっていない

が、不十分とは認められない。 

Ｃ やや不十分ものとなっている。 

Ｄ 不十分なものとなっている。 
 
 

次世代のプロデューサー人材候

補者の資質は十分であるか。 
Ａ 十分なものとなっている。 

Ｂ 十分なものとはなっていない

が、不十分とは認められない。 

Ｃ やや不十分ものとなっている。 

Ｄ 不十分なものとなっている。 
 

 


